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獅子舞でつくる明るい社会
愛媛県・西条市立東予西中学校・３年
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(わたなべ),渡部)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(れん),蓮)
　「ドドンッ！」
腹の底に響くような気持ちいい音を合図に、今年も獅子舞が始まった。嬉しそうに舞う小学生。張り切って太鼓を叩く中学生。楽しそうに獅子をする大人たち。そしてそれを微笑みながら見守る地域の人たち。毎年獅子舞は多くの人を、明るく笑顔にしています。
　獅子舞は、早朝から夜まで、長いと十時間ほどにもなります。その間、地域を移動し続け、動き続けるので、とても大変で疲れます。しかし、小学生も、中学生も、大人たちも、誰一人として嫌そうな顔一つしません。みんなずっと楽しそうで、笑顔があふれています。移動中や休憩の時には、普段話さない大人といっぱい話して、新たな発見があったり、友達と他愛のない話をして笑いあったりと、とても楽しいです。
　そして、それは祭りの当日だけではありません。一か月ほど前からは練習が始まります。その練習の時も同じで、とても楽しいです。忙しい大人たちもたくさん集まります。仕事で疲れている大人も、部活で疲れている僕たち中学生も、みんながこの一か月の練習期間を楽しんでいます。

　獅子舞を通じて、これまであまり会ったことがなかったり、知らなかったりした大人と話したりすることが増えます。今まで怖そうと思っていた人が、実は気さくで優しい人だとわかったり、あまり知らなかった人のことを知ったりすることができます。そうすると今度会ったときに軽く会釈をしたり、笑顔で挨拶したりするようになり、それが続くと、さらにまた会話が生まれていきます。普段は話すことの少ない地域の大人たちと話すこの貴重な時間のおかげで、地域のつながりの輪が、大きく強くなり、その地域に住みやすく感じるようになるのだと思います。
　こんな、僕の住む地域では、これまで犯罪などは聞いたことがありません。罪を犯してしまう人には、何かしらの悩みやトラブルがあり、それを一人で抱え込んでしまうことで犯罪につながってしまうのだと思います。けれど、僕の住んでいる地域のように、地域のつながりが強く、誰かが自分のことを気にかけてくれているような地域だと、何かを抱えているときに、ちょっとした異変に誰かが気づいてくれたり、声をかけてくれたりすることで、孤立しないですみ、犯罪を未然に防ぐことにつながるのではないでしょうか。
　そんな地域のつながりは、罪を犯してしまった人が更生する上でも、大切なことだと思います。一対一だと、「罪を犯した」という事実におびえ、かつて犯罪に手を染めてしまった人を「おそろしい」「また何かやるのではないか」などという偏見の目で見てしまいがちです。そんな気持ちからその人と距離を取り、結果として孤立させてしまう、という弱さを誰しももっているのだと思います。そして、孤立してしまった人がまた、犯罪に手を染めてしまうという悲しいことが起こりうるのだと思います。
　けれど、これが一対一ではなく、地域全体だとどうでしょうか。地域のみんなで、例えば獅子舞などの行事を通じて、そういった人たちと交流をもつ機会があれば、きっとその中でその人自身について知ることができます。偏見の目に惑わされず、その人自身を知ることで、罪を犯した人の更生を受けとめたり、支えたりする気持ちが生まれます。自分のことをそんなふうに知ってくれている人がたくさんいる地域で暮らせば、一度なにかの過ちで罪を犯してしまった人が、再び罪を犯してしまうことも減るのではないでしょうか。
　毎日テレビや新聞で見るたくさんの犯罪や悲しい事件に、なんとなくゆううつな気持ちになることもあります。けれど、獅子舞でつながるこの地域に住んでいる僕は、自分の住む町が、犯罪などに負けない、あたたかくてとても強い地域だと思っています。こんな町が僕は大好きです。これからもずっとそんな町であるように、自分を支えてくれる大人を手本にして、僕も恩返ししていきたいです。安心して安全に暮らせる地域の一員として、多くの人と交流し、地域を盛り上げていきたいです。
法務省“社会を明るくする運動”中央推進委員会主催
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